
       新熊本合同庁舎Ａ棟及びＢ棟の整備を求める意見書  
 
熊本駅前で建設が進められている新熊本合同庁舎Ａ棟及びＢ棟については、平成23年３月

の新幹線全線開業に向け、県都の陸の玄関口である熊本駅周辺の魅力と賑わいを高め、都市

機能の集積を図る上でも極めて重要な施設であるとの認識のもと、これまで、熊本市と連携

して移転先用地を先行取得するなど、積極的に誘致に協力してきたものである。 

しかし、国の出先機関の見直しが議論されている途上にあることから、今年度に完成予定

のＡ棟については、本体工事がほぼ完成しているものの内装工事が一時中止され、また、平

成24年度に完成予定のＢ棟についても、来年度予算の概算要求が見送られている状況にある。 

新合同庁舎の建設が中止になった場合には、新幹線全線開業時に、熊本駅周辺に巨大な空

きビルや土地だけが残り、熊本のイメージや駅周辺地域の活性化などに悪影響を及ぼすこと

が懸念される。 

さらに、熊本市が移転先用地と交換した桜の馬場において観光交流施設の整備を進めてい

るが、事業が中止された場合には、熊本城を中心とした中心市街地の活性化にも影響を及ぼ

すことも懸念される。 

 新熊本合同庁舎の建設が先行き不透明になった現在、県においては、蒲島知事を先頭に、

総務大臣及び国土交通大臣等に対して新合同庁舎の整備を強く要望しているところである

が、県議会としても県の取り組みと軌を一にし、これまでの経緯や地域の実情を十分に踏ま

え、国の責任において、Ａ棟については新幹線全線開業に間に合うよう、Ｂ棟についても着

実に建設を推進することを強く求めるものである。 
 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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